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給食がつなぐ地域の和（高知県大
おおかわむら

川村提供・大川小中学校）

大川村では、農家や移住者など村
民が中心となり、大川小中学校や
保育園に温かい給食を提供してい
る。食材はなるべく村内の農家が
つくったものを使用。地産地消の
取組で、子供達の郷土愛の育成や
農家の生産意欲の向上等を図って
いる。

写真キャプション

市
町
村
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
一
石
を
投
じ

た
高
知
県
大
川
村
。「
議
会
を
廃
止
し
て
村
民
総
会

の
設
置
を
検
討
す
る
」
と
い
う
報
道
が
な
さ
れ
、
多

く
の
マ
ス
コ
ミ
が
殺
到
し
た
。
村
で
は
「
村
議
会
は

絶
対
に
守
る
」
と
い
う
決
意
で
、
県
と
「
議
会
維
持

対
策
検
討
会
議
」
を
設
置
し
、
総
務
大
臣
宛
に
「
村

議
会
維
持
に
向
け
た
提
言
」
も
提
出
し
た
。

今
年
3
月
に
村
を
訪
れ
、
旧
知
の
村
民
や
若
い
移

住
者
、
役
場
関
係
者
か
ら
話
を
聞
い
た
。「
さ
び
れ

た
山
村
、
議
員
の
な
り
手
無
し
」
を
強
調
す
る
報
道

と
は
裏
腹
で
、「
じ
っ
く
り
話
せ
ば
な
り
手
は
い
る
、

移
住
者
も
増
え
た
、
報
道
の
お
か
げ
で
関
心
を
持
っ

て
く
れ
る
人
も
多
い
、
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
も
よ
く

み
る
」
と
い
う
前
向
き
の
反
応
だ
。
昨
年
7
月
の
村

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
立
候
補
し
た
い
」「
政
策
へ

の
理
解
、
議
員
報
酬
な
ど
課
題
が
解
決
す
れ
ば
立
候

補
し
た
い
」
が
24
人
で
、回
答
者
の
1
割
を
超
え
た
。

高
知
県
で
は
尾
崎
知
事
が
熱
心
に
先
導
し
、
平
成

24
年
か
ら
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
の
取
組
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
現
在
、
県
内
42
か
所
で
活
発
な
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
大
川
村
で
も
旧
保
育
園
を

改
装
し
て
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
結
い
の
里
を
開
設

し
た
。
食
の
提
供
、
買
い
物
支
援
等
が
主
な
機
能
だ

が
、
な
か
で
も
保
育
園
や
大
川
小
中
学
校
へ
の
給
食

の
取
組
が
特
筆
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
は
3
町
村
で
の

共
同
方
式
で
、
調
理
施
設
は
村
外
に
あ
り
、
村
の
子

供
た
ち
に
届
く
と
き
に
は
冷
め
て
し
ま
っ
て
い
た
。

温
か
い
給
食
を
子
供
た
ち
に
食
べ
さ
せ
た
い
と
、

村
単
独
の
給
食
が
平
成
28
年
4
月
か
ら
始
ま
っ
た
。

で
き
る
限
り
村
内
農
家
の
生
産
す
る
食
材
を
使
お
う

と
、
農
家
と
給
食
セ
ン
タ
ー
を
繋
い
で
い
る
の
が
集

落
支
援
員
の
和
田
将
之
さ
ん
で
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
経
験
し
、
地
元
女
性
と
結
婚
し
た
群
馬
県
か
ら

の
移
住
者
だ
。
積
極
的
に
農
家
に
働
き
か
け
、
現
在

で
は
20
戸
が
、
野
菜
、
山
菜
、
肉
類
等
を
提
供
し
て

い
る
。
子
供
や
孫
が
食
べ
る
な
ら
と
、
力
を
入
れ
る

お
年
寄
り
も
増
え
て
き
た
。
地
産
消
費
率
は
重
量

ベ
ー
ス
で
61
％
、
品
目
ベ
ー
ス
で
も
51
％
（
平
成
29

年
度
）
に
な
る
。
子
供
た
ち
と
農
家
と
の
交
流
も
始

ま
り
、
食
育
に
も
大
き
な
効
果
が
で
て
い
る
。

小
さ
い
村
だ
か
ら
こ
そ
、
村
を
担
う
人
財
、
活
用

可
能
な
価
値
や
資
源
が
住
民
に
可
視
化
さ
れ
や
す

い
。
小
規
模
の
良
さ
を
最
大
限
に
活
か
し
た
食
の
試

み
に
期
待
し
た
い
。
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意
見
交
換
会
で
は
、
冒
頭
、
梶
山
大
臣

が
「
地
方
創
生
も
4
年
目
を
迎
え
、
各
地

方
公
共
団
体
の
ご
尽
力
に
よ
り
若
者
の
雇

用
の
増
加
や
女
性
の
就
業
率
の
向
上
等
で

一
定
の
成
果
も
見
ら
れ
る
一
方
、
２
０
０

０
年
か
ら
２
０
１
５
年
ま
で
の
15
年
の
間

に
地
方
の
若
者
が
５
３
２
万
人
減
少
し
、

東
京
圏
へ
の
転
入
超
過
数
は
昨
年
の
時
点

で
約
12
万
人
に
上
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

状
況
を
踏
ま
え
、
国
会
に
お
い
て
『
地
域

に
お
け
る
大
学
の
振
興
及
び
若
者
の
雇
用

機
会
の
創
出
に
よ
る
若
者
の
修
学
及
び
就

業
の
促
進
に
関
す
る
法
律
案
』、『
地
域
再

生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
』
の
2

法
案
の
早
期
成
立
を
目
指
し
て
い
く
」
と

述
べ
た
う
え
で
、
若
者
が
夢
や
希
望
を
抱

い
て
地
方
へ
移
住
す
る
動
き
を
加
速
す
る

た
め
に
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
対
策
の
抜
本
的

強
化
や
地
方
の
担
い
手
不
足
、
女
性
や
高

齢
者
等
の
活
躍
の
推
進
等
に
つ
い
て
議
論

す
る
「
わ
く
わ
く
地
方
生
活
実
現
会
議
」

の
開
催
等
に
つ
い
て
説
明
。
そ
し
て
「
国

と
し
て
は
引
き
続
き
熱
意
あ
る
地
方
公
共

団
体
に
対
し
て
、
情
報
支
援
、
人
材
支
援
、

財
政
支
援
の
地
方
創
生
版
3
本
の
矢
に
よ

り
強
力
に
支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、
仕
事

創
生
、
地
方
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
、
働

き
方
改
革
、
ま
ち
づ
く
り
の
4
つ
の
分
野

の
施
策
の
充
実
を
図
る
べ
く
、
現
在
、『
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
２
０

１
８
』
の
策
定
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
地

方
創
生
の
取
組
を
よ
り
強
い
も
の
と
す
る

た
め
に
六
団
体
の
皆
さ
ま
か
ら
忌
憚
の
な

い
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
」と
述
べ
た
。

　

意
見
交
換
の
場
で
荒
木
会
長
は
、
は
じ

め
に
、「
地
方
創
生
推
進
交
付
金
等
関
連

施
策
の
推
進
」
に
つ
い
て
、
嘉
島
町
に
お

け
る
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
を
活
用

し
た
、
防
災
機
能
を
備
え
る
多
目
的
複
合

施
設
の
竣
工
例
を
紹
介
し
た
う
え
で
、「
地

方
創
生
に
は
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
息
の
長

い
取
組
が
必
要
で
あ
る
」
と
強
調
、
今
後

も
安
定
的
に
見
通
し
を
立
て
な
が
ら
取
り

組
め
る
よ
う
、「
交
付
金
等
の
総
額
確
保
」

と
「
引
き
続
き
使
い
勝
手
の
良
い
も
の
と

す
る
こ
と
」
を
求
め
た
。

　

次
に
、「
都
市
・
農
村
共
生
社
会
の
実
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ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
担
当
大
臣
と
地
方
六
団
体
と
の
意
見
交

換
会
（
第
9
回
）
が
、
5
月
17
日
開
催
さ
れ
、
全
国
町
村
会
の
荒
木
泰
臣

会
長
（
熊
本
県
嘉か

島し
ま

町
長
）
は
じ
め
地
方
六
団
体
の
代
表
が
出
席
。
政
府

側
か
ら
出
席
し
た
梶
山
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
担
当
大
臣
、
長
坂
内

閣
府
政
務
官
等
と
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
２
０
１
８
」

の
策
定
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

▲�意見を述べる荒木会長

全国町村会

第
9
回 

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
担
当
大
臣
と

地
方
六
団
体
と
の
意
見
交
換
会
に
荒
木
会
長
が
出
席

活　動



現
と
関
係
人
口
、
地
方
創
生
推
進
」
に
つ

い
て
、「
地
方
創
生
を
真
に
実
効
あ
る
も

の
と
す
る
う
え
で
、
都
市
と
農
山
村
の
共

生
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
近
年
、
田
園

回
帰
の
動
き
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
る

が
、
人
口
規
模
の
小
さ
い
地
域
ほ
ど
こ
の

傾
向
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

移
住
・
定
住
に
は
至
ら
な
い
ま
で
も
、
二

地
域
居
住
や
ふ
る
さ
と
納
税
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
で
農
山
村
に
関
わ

り
を
持
つ『
関
係
人
口
』も
着
実
に
広
が
っ

て
い
る
」
と
述
べ
、
政
策
の
視
点
を
「
関

係
人
口
」
ま
で
広
げ
て
積
極
的
に
推
進
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　

ま
た
、
農
山
村
で
の
小
さ
な
起
業
や
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
等
に
よ
る
地
域
課
題

解
決
の
た
め
の
活
動
、
子
ど
も
達
の
農
山

漁
村
体
験
交
流
な
ど
、
人
口
や
経
済
か
ら

の
効
果
は
わ
ず
か
で
も
、
将
来
の
大
き
な

希
望
に
繋
が
る
取
組
が
数
多
く
あ
る
と
強

調
。
農
泊
の
よ
う
な
取
組
な
ど
も
農
業
・

農
村
政
策
と
う
ま
く
連
携
さ
せ
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
潮
流
と
も
重
ね
る
こ
と
で
、
地

方
の
可
能
性
が
大
い
に
広
が
る
と
し
、
各

省
庁
に
お
け
る
連
携
・
協
力
を
進
め
る
こ

と
と
人
財
面
も
含
め
た
積
極
的
な
支
援
を

求
め
た
。

　

地
方
六
団
体
の
意
見
を
受
け
、
梶
山
大

臣
は
、
施
策
の
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て

い
く
ほ
か
、「
わ
く
わ
く
地
方
生
活
実
現

会
議
」
に
お
け
る
提
言
も
踏
ま
え
つ
つ
、

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
参
考
に
し
て
考
え
て

い
く
と
応
え
た
。
ま
た
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局
か
ら
は
、都
市
・

農
村
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
、「
わ

く
わ
く
地
方
生
活
実
現
会
議
」
に
お
い
て

も
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
農
山
漁
村
体

験
な
ど
、
関
係
人
口
に
関
す
る
意
見
が
出

て
い
る
と
し
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
特
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
総
務
省

と
も
連
携
し
て
、
隊
員
数
の
拡
充
な
ど
に

つ
い
て
議
論
し
て
い
く
と
発
言
が
あ
っ
た
。
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▲�挨拶する梶山まち・ひと・しごと創生担当大臣
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地
域
農
政
未
来
塾
は
、
農
業
・
農
村
を

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る

中
、
地
域
の
実
情
と
課
題
を
把
握
し
、
将

来
を
展
望
し
た
農
政
を
提
案
、
実
行
で
き

る
職
員
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成

28
年
か
ら
開
講
し
て
い
る
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

形
式
に
よ
る
少
人
数
の
受
講
形
態
を
採
用

す
る
ほ
か
、
農
業
・
食
料
・
農
村
問
題
を

は
じ
め
、
地
域
づ
く
り
や
自
治
体
行
政
な

ど
、
各
界
を
代
表
す
る
十
数
名
の
講
師
陣

を
迎
え
、
実
技
・
実
践
を
含
め
充
実
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

塾
長
を
生
源
寺
眞
一 

福
島
大
学
教
授

が
、
主
任
講
師
を
小
田
切
徳
美 

明
治
大

学
教
授
、
榊
田
み
ど
り 

明
治
大
学
客
員

教
授
、
荘
林
幹
太
郎 

学
習
院
女
子
大
学

教
授
、
中
嶋
康
博 

東
京
大
学
大
学
院
教

授
（
五
十
音
順
）
が
務
め
る
。

　

塾
生
は
、
全
国
の
町
村
役
場
に
勤
務
す

る
職
員
を
対
象
に
募
集
し
、
選
考
を
経
て

決
定
し
た
21
名
。
受
講
を
通
じ
た
交
流
に

よ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
も
期
待
さ

れ
る
。

　

全
国
町
村
会
館
で
行
っ
た
開
講
式
で

は
、
は
じ
め
に
生
源
寺
塾
長
が
挨
拶
に
立

ち
「
受
講
に
あ
た
り
、
塾
生
と
な
っ
た
皆

さ
ん
は
、
主
任
講
師
を
は
じ
め
と
し
た
先

生
方
、
塾
生
の
皆
さ
ん
同
士
、
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
町
の
他
の
分
野
の
方
々
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
交
流
を
意
識
し
て

▲挨拶する生源寺塾長（福島大教授）

▲挨拶する武居全国町村会事務総長

「地域農政未来塾」（第3期生）を開講
～将来を展望した農政を実行できる職員を養成～

　

全
国
町
村
会（
会
長
・
荒
木
泰
臣 

熊
本
県
嘉か

島し
ま

町
長
）は
、5
月
16
日
、町
村

の
農
政
担
当
職
員
を
対
象
と
し
た「
地
域
農
政
未
来
塾
」の
開
講
式
を
行
っ
た
。

　

三
期
目
と
な
る
今
回
は
、
21
名
の
町
村
職
員
を
塾
生
に
来
年
1
月
ま
で
計

７
回
の
講
座
を
開
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
地
域
の
課
題
に
対
応
し
た
農
業
・

農
村
政
策
を
実
践
で
き
る
農
政
担
当
者
の
養
成
を
目
指
す
。

全国町村会
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い
た
だ
き
た
い
。
短
期
間
に
多
く
の
課
題

を
課
す
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
そ
れ
に

値
す
る
成
果
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
、
皆
さ
ん
が
5
年
後
、
10
年
後
に
そ
の

成
果
を
活
か
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

次
に
全
国
町
村
会
の
武
居
事
務
総
長
が

「
都
市
と
地
方
が
共
生
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
時
代
に
お
い
て
、
農
山
漁
村
が
あ
っ

て
日
本
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
強
く
意
識
し
、
皆
さ
ん
は
そ
の
点
を
先

生
方
と
一
緒
に
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

町
村
は
大
都
市
と
違
い
首
長
と
職
員
の
距

離
が
近
く
、
皆
さ
ん
が
学
ん
だ
こ
と
を
施

策
と
し
て
実
現
す
る
こ
と
が
出
来
る
非
常

に
い
い
立
場
に
あ
る
。
農
政
は
土
地
へ
の

親
し
み
や
自
然
・
文
化
と
の
共
生
と
い
っ

た
こ
と
を
含
め
、
具
体
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
考
え
る
こ
と
が
大
事

で
、
そ
こ
か
ら
地
域
の
創
生
を
考
え
る
こ

と
が
、
日
本
全
体
の
創
生
に
つ
な
が
っ
て

い
く
」
と
挨
拶
し
た
。

　

引
き
続
き
、
小
田
切
明
治
大
学
教
授
な

ど
4
名
の
主
任
講
師
と
皆
川
芳
嗣
㈱
農
林

中
金
総
合
研
究
所
理
事
長
（
地
域
農
政
未

来
塾
運
営
委
員
長
）、
高
橋
昌
造 

岩
手
県

矢や

巾は
ば

町
長
、
野
瀬
喜
久
男 

滋
賀
県
甲こ

う

良ら

町
長
な
ど
関
係
者
を
紹
介
。

　

こ
の
後
、
町
村
関
係
者
を
代
表
し
て
挨

拶
し
た
遠
山
寛 

兵
庫
県
上か

み
ご
お
り郡
町
長
は

「
少
子
高
齢
社
会
に
あ
っ
て
、
農
業
に
は

非
常
に
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る

が
、
同
時
に
非
常
に
難
し
い
問
題
で
も
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
1
年
で
学
ん

だ
こ
と
を
、
今
後
の
町
村
の
施
策
に
反
映

す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
期
待
し
て
い

る
」
と
激
励
し
た
。

　

最
後
に
塾
生
を
代
表
し
て
長
野
県
池い

け

田だ

町
の
塩
原
舞
子
氏
が
「
愛
す
べ
き
土
地
と

そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
営
み
が
１
０
０
年

後
も
存
在
し
続
け
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち

を
育
ん
で
い
け
る
農
業
の
あ
る
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
何
が
出
来
る
の

か
、
こ
の
塾
で
そ
の
考
え
を
身
に
つ
け
、

自
ら
考
え
、
提
案
し
、
行
動
で
き
る
、
真

に
地
域
の
役
に
立
つ
町
村
職
員
と
な
る
べ

く
、
塾
生
同
士
助
け
合
い
な
が
ら
、
懸
命

に
取
り
組
む
決
意
で
す
」と
挨
拶
を
述
べ
、

開
講
式
を
閉
会
し
た
。

▲挨拶する遠山兵庫県上郡町長

▲臨席された野瀬滋賀県甲良町長 ▲臨席された高橋岩手県矢巾町長

▲主任講師：右から小田切氏・榊田氏・荘林氏・中嶋氏

▲第3期の塾生の皆さん

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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平
成
28
年
度
は

1
兆
9
、
６
０
５
億
円
の
黒
字

地
方
財
政
は
、
地
方
公
共
団
体
の
行
政

活
動
を
支
え
て
い
る
個
々
の
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
集
合
で
あ
り
、
国
の
財
政
と

密
接
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
国
民
経
済

及
び
国
民
生
活
に
対
し
て
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

国
と
地
方
の
歳
出
（
支
出
）
の
合
計
を

１
０
０
％
と
す
る
と
、
そ
の
う
ち
国
の
歳

出
は
42
・
2
％
、
地
方
が
57
・
8
％
と
な

り
、額
で
は
地
方
が
国
を
上
回
っ
て
い
る
。

ま
た
、
国
内
総
生
産
に
占
め
る
割
合
を
見

る
と
、
中
央
政
府
が
4
・
1
％
、
地
方
政

府
が
10
・
9
％
と
な
る
。
地
方
は
中
央
の

お
よ
そ
2
・
7
倍
を
占
め
、
地
方
財
政
が
、

い
か
に
私
た
ち
国
民
に
関
わ
り
が
深
い
か

が
わ
か
る
。

30
年
版
の
白
書
が
扱
っ
て
い
る
の
は
、

28
年
度
に
つ
い
て
の
決
算
報
告
で
あ
る
。

歳
入
は
１
０
１
兆
4
、5
9
8
億
円
で
、

国
庫
支
出
金
、
地
方
税
が
増
加
し
た
も
の

の
、
貸
付
金
元
利
収
入
、
地
方
譲
与
税
、

地
方
債
の
減
少
等
に
よ
り
、前
年
度
と
比

べ
る
と
4
、5
7
6
億
円
減
少（
0
・
4
％

減
）し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
東
日
本
大

震
災
分
は
3
兆
8
、１
7
7
億
円
で
、前
年

度
と
比
べ
る
と
5
、8
8
8
億
円
減
少

（
13
・
4
％
減
）し
、
東
日
本
大
震
災
分
を

除
い
た
通
常
収
支
分
は
97
兆
6
、4
2
2

億
円
で
、前
年
度
と
比
べ
る
と
1
、3
１
１

億
円
増
加（
0
・
1
％
増
）し
て
い
る
。

歳
出
は
98
兆
1
、
4
１
5
億
円
で
、
扶

助
費
、
物
件
費
が
増
加
し
た
も
の
の
、
積

立
金
、
公
債
費
、
貸
付
金
の
減
少
等
に
よ

り
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
2
、
6
3
8
億

円
減
少
（
0
・
3
％
減
）
し
て
い
る
。
こ

の
う
ち
、
東
日
本
大
震
災
分
は
3
兆
3
、

7
4
9
億
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
る
と

4
、5
9
5
億
円
減
少
（
12
・
0
％
減
）
し
、

通
常
収
支
分
は
94
兆
7
、6
6
6
億
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
1
、
9
5
8
億
円
増

加
（
0
・
2
％
増
）
し
て
い
る
。

実
質
収
支
は
、1
兆
9
、6
０
5
億
円
の

黒
字（
前
年
度
1
兆
9
、6
2
4
億
円
の
黒

字
）で
、昭
和
31
年
度
以
降
黒
字
と
な
っ
て

い
る
。
実
質
収
支
が
赤
字
で
あ
る
団
体
は

な
く
、
平
成
27
年
度
に
引
き
続
き
、
全
団

体
で
実
質
収
支
は
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

歳
入
は
4
、
５
７
６
億
円
減
少

（
0
・
4
％
減
）

歳
入
は
、前
年
度
と
比
べ
て
4
、5
7
6

億
円
減
少
（
0
・
4
％
減
）
の
１
０
１
兆

4
、
5
9
8
億
円
と
な
っ
た
。

通
常
収
支
分
は
国
庫
支
出
金
の
増
加
等

に
よ
り
97
兆
6
、
4
2
2
億
円
と
な
り
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
1
、
3
１
１
億
円
増

加
（
0
・
1
％
増
）
で
あ
っ
た
。
東
日
本

大
震
災
分
は
3
兆
8
、
１
7
7
億
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
5
、
8
8
8
億
円
減

少
（
13
・
4
％
減
）
し
て
い
る
。

一
般
財
源
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
が
増

加
し
た
も
の
の
、
地
方
譲
与
税
、
震
災
復

興
特
別
交
付
税
の
減
少
等
に
よ
り
、
前
年

度
と
比
べ
る
と
1
、
9
2
4
億
円
減
少

（
0
・
3
％
減
）。
国
庫
支
出
金
は
、
年
金

生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
の
創
設

等
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
4
、

０
7
9
億
円
増
加
（
2
・
7
％
増
）、
地

方
債
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
減
少
等
に

よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
3
、
０
０
7

億
円
減
少
（
2
・
8
％
減
）
し
て
い
る
。

歳
入
決
算
額
の
構
成
比
を
団
体
種
類
別

に
み
る
と
、
都
道
府
県
・
市
町
村
共
に
、

地
方
税
が
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
、
市

町
村
の
地
方
税
の
割
合
は
32
・
6
％
、
国

庫
支
出
金
15
・
8
％
、
地
方
交
付
税
14
・

0
％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。（
図
１
参
照
）

歳
出
純
計
決
算
額
は

2
、６
３
８
億
円
減
少（
0
・
3
％
減
）

歳
出
の
分
類
方
法
と
し
て
は
、
行
政
目

的
に
着
目
し
た
「
目
的
別
分
類
」
と
経
費

の
経
済
的
な
性
質
に
着
目
し
た
「
性
質
別

　

政
府
は
、
平
成
30
年
版
「
地
方
財
政
の
状
況
」（
地
方
財
政
白
書
）
を
国

会
に
報
告
し
た
。
平
成
28
年
度
の
地
方
財
政
を
分
析
し
て
お
り
、
す
べ
て
の

地
方
公
共
団
体
の
実
質
収
支
が
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。
経
常
収
支
比
率
は
、

93
・
4
％
で
、
対
前
年
度
比
1
・
7
ポ
イ
ン
ト
増
。
実
質
公
債
費
比
率
は

9
・
3
％
で
、
同
0
・
6
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
30
年
版
「
地
方
財
政
白
書
」

　
　

－

地
方
財
政
の
概
況
と
諸
課
題
へ
の
対
応

－
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分
類
」
が
用
い
ら
れ
る
。

「
目
的
別
分
類
」
と
は
、
総
務
費
、
民

生
費
、
消
防
費
等
、
目
的
に
よ
っ
て
大
別

し
た
地
方
公
共
団
体
の
歳
出
で
あ
る
。

歳
出
純
計
決
算
額
は
98
兆
1
、
4
１
5

億
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
2
、

6
3
8
億
円
減
少
（
0
・
3
％
減
）
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
通
常
収
支
分
は
94
兆

7
、
6
6
6
億
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
る

と
1
、
9
5
8
億
円
増
加
（
0
・
2
％
増
）

し
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災
分
は
3
兆

3
、
7
4
9
億
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
る

と
4
、
5
9
5
億
円
減
少
（
12
・
0
％
減
）

し
て
い
る
。

民
生
費
は
、
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
の
創
設
等
に
よ
り
、
前
年
度

と
比
べ
て
1
兆
8
5
9
億
円
増
加
（
4
・

3
％
増
）
し
て
い
る
。
土
木
費
は
、
普
通

建
設
事
業
費
の
増
加
等
に
よ
り
、
前
年
度

と
比
べ
る
と
3
、
１
１
１
億
円
増
加

（
2
・
7
％
増
）
し
て
い
る
。
総
務
費
は
、

基
金
へ
の
積
立
金
の
減
少
等
に
よ
り
、
前

年
度
と
比
べ
る
と
7
、
０
7
2
億
円
減
少

（
7
・
4
％
減
）
し
て
い
る
。

目
的
別
歳
出
の
構
成
比
を
団
体
種
類
別

に
み
る
と
、
市
町
村
に
お
い
て
は
、
児
童

福
祉
、
生
活
保
護
に
関
す
る
事
務
（
町
村

に
つ
い
て
は
、
福
祉
事
務
所
を
設
置
し
て

い
る
町
村
）
等
の
社
会
福
祉
事
務
の
比
重

が
高
い
こ
と
等
に
よ
り
民
生
費
が
最
も
大

き
な
割
合
（
37
・
2
％
）
を
占
め
、
以
下
、

総
務
費（
12
・
1
％
）、土
木
費（
11
・
8
％
）、

教
育
費
（
10
・
2
％
）、公
債
費
（
10
・
1
％
）

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

「
性
質
別
分
類
」
と
は
、
義
務
的
経
費
、

投
資
的
経
費
及
び
そ
の
他
の
経
費
に
大
別

し
た
地
方
公
共
団
体
の
歳
出
で
あ
る
。

義
務
的
経
費
は
、
扶
助
費
が
年
金
生
活

者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
の
創
設
等

で
、
6
、7
5
5
億
円
増
加（
5
・
1
％
増
）

し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
る

と
2
、2
2
6
億
円
増
加（
0
・
5
％
増
）

し
て
い
る
。
投
資
的
経
費
は
、
普
通
建
設

事
業
費
が
1
、2
3
１
億
円
増
加（
0
・

9
％
増
）し
、
災
害
復
旧
事
業
費
が
8
8
7

億
円
増
加（
12
・
2
％
増
）し
た
こ
と
等
に

よ
り
前
年
度
と
比
べ
る
と
2
、１
１
8
億

円
増
加（
1
・
4
％
増
）し
て
い
る
。
そ
の

他
の
経
費
は
、
基
金
へ
の
積
立
金
の
減
少

等
に
よ
り
、
積
立
金
が
4
、5
１
7
億
円

減
少（
12
・
0
％
減
）し
た
こ
と
等
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
6
、9
8
2
億
円
減

少（
2
・
0
％
減
）し
て
い
る
。

財
政
構
造
の
弾
力
性

地
方
公
共
団
体
が
社
会
経
済
や
行
政
需

要
の
変
化
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
必
要
な
の
は
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
が

確
保
さ
れ
る
こ
と
。
財
政
構
造
の
弾
力
性

の
度
合
い
を
判
断
す
る
指
標
の
一
つ
と
し

て
、経
常
収
支
比
率
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

平
成
28
年
度
の
経
常
収
支
比
率
（
特
別

区
及
び
一
部
事
務
組
合
等
を
除
く
加
重
平

均
）
は
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
1
・
7
ポ

イ
ン
ト
上
昇
の
93
・
4
％
と
な
っ
た
。
分

母
で
あ
る
経
常
一
般
財
源
が
臨
時
財
政
対

策
債
の
減
等
に
よ
り
減
少
、
分
子
で
あ
る

経
常
経
費
充
当
一
般
財
源
が
扶
助
費
の
増

等
に
よ
り
増
加
し
た
た
め
で
あ
る
。

実
質
公
債
費
比
率
は
、前
年
度
と
比
べ
る

と
0
・
6
ポ
イ
ン
ト
低
下
の
9
・
3
％
と

な
っ
た
。
公
債
費
負
担
比
率
は
、前
年
度
と

比
べ
る
と
0
・
2
ポ
イ
ン
ト
低
下
の
17
・

5
％
と
な
っ
て
お
り
、初
め
て
算
定
さ
れ
た

平
成
17
年
度
以
降
低
下
し
て
き
て
い
る
。

地
方
公
営
企
業
の
状
況

地
方
公
営
企
業
を
経
営
し
て
い
る
団
体

数
は
1
、
7
8
5
団
体
（
企
業
団
・
一
部

事
務
組
合
等
で
の
み
地
方
公
営
企
業
を
経

営
し
て
い
る
5
団
体
及
び
特
別
区
を
含

む
）
で
あ
り
、そ
の
内
訳
は
47
都
道
府
県
、

20
政
令
指
定
都
市
、
1
、
7
１
8
市
区
町

村
（
政
令
指
定
都
市
を
除
く
）
と
な
っ
て

い
る
（
地
方
公
営
企
業
の
経
営
に
携
わ
っ

■図１　歳入決算額の構成比
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て
い
な
い
団
体
は
3
団
体
）。

こ
れ
ら
の
団
体
が
経
営
し
て
い
る
地
方

公
営
企
業
の
事
業
数
は
8
、
5
3
4
事
業

（
図
2
参
照
）
で
、
前
年
度
末
と
比
べ
る

と
80
事
業
（
0
・
9
％
）
減
少
し
て
い
る
。

全
体
の
経
営
状
況
は
黒
字
と
な
っ
て
お

り
、
法
適
用
企
業
全
体
の
経
常
収
支
比
率

は
14
年
連
続
で
１
０
０
％
を
上
回
っ
て
い

る
が
、
個
々
の
事
業
を
見
る
と
、
未
だ
1

割
以
上
の
事
業
で
赤
字
が
生
じ
て
い
る
。

厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
事
業
に
つ
い
て

は
、対
応
を
先
延
ば
し
に
す
る
こ
と
な
く
、

早
期
か
つ
計
画
的
に
経
営
の
健
全
化
を
図

る
必
要
が
あ
る
。

健
全
化
判
断
比
率
等
の
状
況

平
成
27
年
度
決
算
と
同
様
に
、
平
成
28

年
度
の
早
期
健
全
化
基
準
以
上
の
団
体
は
、

現
状
、財
政
再
生
団
体
の
北
海
道
夕
張
市
の

み
と
な
り
、
財
政
健
全
化
団
体
は
な
い
。

資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準
以

上
で
あ
る
会
計
数
は
9
会
計
（
資
金
不
足

額
が
あ
る
会
計
数
の
16
・
4
％
）
と
な
っ

て
い
る
。
都
道
府
県
は
該
当
が
な
く
、
政

令
指
定
都
市
1
会
計
（
同
20
・
0
％
）、

市
区
4
会
計
（
同
11
・
8
％
）、
町
村
2

会
計
（
同
28
・
6
％
）、
一
部
事
務
組
合
等

2
会
計
（
同
28
・
6
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

資
金
不
足
額
が
あ
る
公
営
企
業
会
計
数

は
55
会
計
で
、
病
院
事
業
が
33
会
計
（
当

該
事
業
の
全
体
会
計
数
の
5
・
6
％
）
と

最
も
多
く
、
以
下
、
宅
地
造
成
事
業
8
会

計
（
同
1
・
9
％
）、
簡
易
水
道
事
業
4

会
計
（
同
0
・
5
％
）、
交
通
事
業
4
会

計
（
同
4
・
9
％
）、
観
光
施
設
事
業
4

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

　

香
川
県
町
村
会
は
平
成
30
年
４
月
３
日

の
臨
時
会
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出
し

た
。

（
４
月
27
日
就
任
）

香
川
県
町
村
会
長

綾あ
や
う
た歌
郡
宇う

た

づ
多
津
町
長

谷た
に

川か
わ

　
俊と
し

博ひ
ろ

昭
和
32
年
3
月
29
日
生

【
住
所
】
綾
歌
郡
宇
多
津
町
２
３
６
５
番

地
２

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
２
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽

平
成
11
年
４
月
宇
多
津
町
議
会
議
員
▽
同

年
４
月
宇
多
津
町
議
会
副
議
長
▽
平
成
15

年
４
月
宇
多
津
町
議
会
議
長
▽
平
成
22
年

10
月
宇
多
津
町
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
28
年
４

月
香
川
県
町
村
会
監
事

【
主
な
業
績
】
▽
小
中
学
校
の
全
教
室
に

エ
ア
コ
ン
設
置
▽
小
中
学
校
ト
イ
レ
洋
式

化
▽
い
じ
め
防
止
条
例
制
定
▽
防
災
ラ
ジ

オ
導
入
▽
J
R
宇
多
津
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
助
成
▽
妊
婦
さ
ん
タ
ク
シ
ー
助
成
事

業
▽
新
婚
世
帯
家
賃
等
補
助
▽
本
庁
舎
耐

震
化
▽
世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
▽
子

育
て
支
援
（
子
供
食
堂
、
子
供
用
品
レ
ン

タ
ル
事
業
）
▽
高
齢
者
健
康
体
操

【
趣
味
】
温
泉
め
ぐ
り

【
家
族
】
妻
、
母
親

■図２　地方公営企業の事業数の状況（平成28年度末）
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会
計
（
同
1
・
6
％
）、
下
水
道
事
業
1

会
計
（
同
0
・
04
％
）、
そ
の
他
事
業
1

会
計
（
同
0
・
8
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

地
方
財
政
を
め
ぐ
る
諸
課
題
へ
の

対
応

取
組
の
一
つ
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
平
成
20
年
の
制
度

創
設
以
来
、
ふ
る
さ
と
や
地
方
公
共
団
体

の
取
組
を
橋
渡
し
し
、
支
え
合
う
仕
組
み

と
し
て
活
用
さ
れ
、
28
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
受
入
額
は
2
、
8
4
4
億
円
と
着

実
に
伸
び
て
き
た
。
ま
た
、
近
年
多
発
す

る
災
害
時
に
お
け
る
被
災
地
へ
の
支
援
を

は
じ
め
と
し
て
、
自
ら
の
意
思
で
寄
附
を

行
う
こ
と
を
通
じ
て
、
我
が
国
に
お
け
る

寄
附
文
化
の
醸
成
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
方
公
共
団
体
の
取
組
を
積

極
的
に
後
押
し
す
る
た
め
、
総
務
省
に
お

い
て
、
新
た
な
3
つ
の
支
援
策
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。

1
つ
目
は
、「
ふ
る
さ
と
起
業
家
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
あ
る
。ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

て
、地
域
に
「
仕
事
」
を
作
り
出
し
「
人
」

を
呼
び
戻
す
取
組
で
、
起
業
家
に
対
し
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
に
補
助
す
る
金
額

に
上
乗
せ
し
て
独
自
に
補
助
を
行
う
場
合

に
は
、
特
別
交
付
税
措
置
を
講
じ
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

2
つ
目
は
、「
ふ
る
さ
と
移
住
交
流
促

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
て
、
高
齢
化
や
人
口
流
出
が
進
む
地

域
に
「
人
」
を
呼
び
込
み
、
地
方
公
共
団

体
の
移
住
・
定
住
の
取
組
を
支
援
す
る
。

寄
附
者
を
含
め
た
移
住
希
望
者
に
対
し
て

行
う
移
住
・
定
住
対
策
の
取
組
に
要
す
る

経
費
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
特
別
交
付

税
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

3
つ
目
は
、「
優
良
事
例
集
の
作
成
に

よ
る
横
展
開
」
で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税

で
得
ら
れ
た
資
金
を
活
用
し
て
地
域
の
活

性
化
に
成
果
を
挙
げ
て
い
る
取
組
が
全
国

に
広
が
る
よ
う
、
好
事
例
を
紹
介
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ら
の
支
援
策
を
活
用
し
つ
つ
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
更
な
る
活
用
に
向
け
て
、
創
意
工

夫
に
あ
ふ
れ
た
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

５
月
【
皐
月
】

田
植
え

　

か
つ
て
田
植
え
は
梅
雨
の
季
節
に
行
わ

れ
て
お
り
、
初
夏
の
風
物
詩
の
一
つ
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
昭
和
二
〇
年
代
以
降
、
冷

害
に
強
い
品
種
の
改
良
が
進
み
、
地
域
に

よ
っ
て
は
一
か
月
ほ
ど
繰
り
上
が
る
よ
う

に
。
ご
存
じ
の
通
り
日
本
に
お
け
る
稲
作

の
歴
史
は
古
く
、
今
か
ら
三
〇
〇
〇
年
前

の
縄
文
時
代
後
期
に
、
大
陸
か
ら
伝
わ
り

ま
し
た
。
日
本
の
国
の
美
称
と
し
て
使
わ

れ
る
「
瑞
穂
の
国
」。
こ
の
瑞
穂
と
は
、

み
ず
み
ず
し
い
稲
穂
を
指
す
の
で
す
。

鯉
幟
（
こ
い
の
ぼ
り
）

　

江
戸
時
代
、
武
家
で
は
男
子
が
生
ま
れ

る
と
鯉
幟
を
あ
げ
て
知
ら
せ
た
と
い
い
ま

す
。
こ
れ
を
ま
ね
た
町
人
た
ち
が
、
紙
で

鯉
を
作
っ
た
こ
と
が
鯉
幟
の
は
じ
ま
り
。

吹
き
流
し
は
、
五
行
説
に
ち
な
む
五
色
で

「
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
」
の
五
常
の
心

を
表
し
ま
す
。
真
鯉
は
「
鯉
は
滝
を
登
る

と
龍
に
な
る
」
と
い
う
話
か
ら
、
立
身
出

世
の
象
徴
に
。
明
治
の
頃
か
ら
緋
鯉
が
真

鯉
の
対
と
し
て
登
場
、
昭
和
に
な
り
小
鯉

が
加
わ
り
家
族
を
表
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

五
行
説
：
万
物
は
全
て
木
・
火
・
土
・
金
・

水
の
五
つ
の
要
素
を
根
元
に
し
て
い
る
と

い
う
説
。

新
茶

　

こ
の
時
季
に
、
新
芽
の
柔
ら
か
い
部
分

だ
け
を
摘
み
取
っ
た
茶
。
う
ま
味
成
分
の

テ
ア
ニ
ン
を
含
み
、
カ
フ
ェ
イ
ン
や
タ
ン

ニ
ン
な
ど
の
苦
味
や
渋
味
が
少
な
い
の
が

特
徴
。
な
ん
と
い
っ
て
も
そ
の
香
り
が
よ

く
、
新
茶
の
期
間
は
短
い
だ
け
に
珍
重
さ

れ
ま
す
。
茶
は
平
安
時
代
に
最
澄
や
空
海

な
ど
、
唐
に
留
学
し
て
い
た
僧
た
ち
が
持

ち
帰
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
。
当
時
は
薬
と

し
て
飲
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

暮
ら
し
の
歳
時
記

　◎
町
村
週
報
ご
購
読
の
ご
案
内
◎

　「
町
村
週
報
」を
毎
号
ご
自
宅
や
職
場

に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ご
購
読
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@

zck.or.jp

）

に
て
、
全
国
町
村
会
広
報
部
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

★
年
間
購
読
料
１
、
５
０
０
円
（
送
料

込
み
）

★
請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

折
り
返
し
お
振
り
込
み
下
さ
い
。
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鳴
沢
村
は
、
平
成
25
年
に
世
界
文
化
遺

産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
「
富
士
山
」
の
北

側
に
位
置
す
る
高
原
の
村
で
、
鳴
沢
と
大

田
和
の
２
つ
の
集
落
で
構
成
す
る
コ
ン
パ

ク
ト
な
村
で
す
。
ま
た
、
集
落
の
南
側
に

は
、
鳴
沢
村
「
字
富
士
山
」
が
広
が
り
、

赤
松
や
唐
松
を
主
体
と
し
た
森
林
に
は
、

約
４
６
０
ha
の
別
荘
地
が
広
が
り
約
３
千

棟
の
別
荘
や
保
養
所
等
が
点
在
し
て
い
ま

す
。
こ
の
「
字
富
士
山
」
は
、
富
士
山
頂

ま
で
続
い
て
お
り
、
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン

に
は
、
鳴
沢
村
の
人
口
を
超
え
る
大
勢
の

方
が
高
原
で
の
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

鳴
沢
村
は
、
富
士
五
湖
地
方
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
集
落
を
東
西
に
走
る
国
道

１
３
９
号
線
に
よ
り
Ｇ
Ｗ
か
ら
11
月
上
旬

の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
ま
で
大
勢
の
観
光
客
で

賑
わ
い
ま
す
。
鳴
沢
村
に
春
を
告
げ
る
花

と
し
て
、
4
月
下
旬
に
は
、
道
の
駅
「
な

る
さ
わ
」
周
辺
に
自
生
し
た
約
２
千
株
の

「
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
」
が
開
花
し
赤
松
林
は

薄
紫
色
に
染
ま
り
、
Ｇ
Ｗ
前
半
に
は
、
大

勢
の
観
光
客
が
観
賞
や
撮
影
に
訪
れ
ま

す
。
観
光
最
盛
期
の
7
月
・
8
月
は
、
道

の
駅
に
お
い
て「
な
る
さ
わ
収
穫
祭
」、「
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
祭
り
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
道
の
駅
で
販
売
さ
れ
る
キ
ャ
ベ

ツ
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

な
ど
の
新
鮮
野
菜
を
求
め
る
県
内
外
の
観

光
客
に
よ
り
活
気
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

村
か
ら
見
る
富
士
山
は
、
左
右
対
称
で

山
頂
の
中
央
部
に
「
白
山
岳
」
の
峰
が
そ

び
え
、
そ
の
左
右
に
小
さ
な
峰
を
見
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
村
の
年
配
者
は
、
子
ど

も
の
頃
か
ら
富
士
山
を
描
く
と
き
３
つ
の

峰
を
必
ず
描
き
ま
す
。
こ
の
峰
が
３
つ
あ

る
富
士
山
を
「
三
峰
富
士
」
と
呼
び
、
富

士
山
周
辺
の
市
町
村
で
も
限
ら
れ
た
場
所

で
し
か
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。特
に
、

紅
葉
台
か
ら
望
む
富
士
山
は
、
均
整
の
取

れ
た
富
士
山
で
、
東
に
広
が
る
稜
線
は
、

障
害
物
が
な
く
葛
飾
北
斎
が
描
い
た
「
山

下
白
雨
」
を
重
ね
る
こ
と
が
出
来
る
場
所

の
１
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

村
の
平
成
30
年
３
月
１
日
現
在
の
人
口

は
３
、
１
６
２
人
で
、
平
成
24
年
を
ピ
ー

ク
に
最
近
は
若
干
の
減
少
傾
向
と
な
っ
て

い
ま
す
。
少
子
化
が
進
行
す
る
中
で
転
入

者
に
よ
る
社
会
増
に
よ
り
人
口
減
少
は
小

幅
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
人
口
減
少
対

策
は
鳴
沢
村
が
抱
え
る
課
題
の
１
つ
と
捉

え
、
無
医
村
だ
っ
た
鳴
沢
村
に
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
誘
致
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
村

民
に
と
っ
て
身
近
な
村
内
で
医
療
を
受
診

で
き
る
と
い
う
安
心
感
の
向
上
に
繋
が
り

ま
す
。
今
後
は
、
着
実
に
到
来
す
る
高
齢

化
社
会
を
見
据
え
た
在
宅
医
療
な
ど
に
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
と
連
携
し
積
極
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
11
月
18
日
に
は
、
山
梨
県
町
村

会
と
山
梨
大
学
が
協
働
し
た
地
域
の
農

業
、
食
、
環
境
、
経
済
の
課
題
解
決
と

若
者
の
定
住
促
進
に
よ
り
持
続
的
に
繁

栄
す
る
地
域
社
会
の
構
築
を
目
的
と
す

る
連
携
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
で
は
、
新

た
に
山
梨
大
学
と
連
携
協
定
を
結
び
、

鳴
沢
村
に
お
け
る
、
今
後
の
観
光
ま
ち

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
た
め
の

共
同
研
究
や
地
域
の
関
係
者
を
含
め
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
予
定
し
、

将
来
の
観
光
の
在
り
方
を
探
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鳴
沢
村
に
は
、
伝
統
野
菜
の
１
つ
で
あ

り
、鳴
沢
村
が
原
産
と
さ
れ
る
地
菜
の「
鳴

沢
菜
」
が
江
戸
時
代
か
ら
富
士
北
麓
地
域

で
広
く
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
、
長
く
厳
し
い

冬
場
の
貯
蔵
野
菜
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
近
年
で
は
、
野
沢
菜
な
ど
の
ア

ブ
ラ
菜
科
と
の
近
親
交
配
に
よ
り
品
質
の

低
下
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

平
成
17
年
に
産
官
学
共
同
研
究
に
よ
り
優

良
系
統
の
選
抜
を
行
い
、
根
が
太
く
葉
が

し
ゃ
き
し
ゃ
き
し
て
い
る
な
ど
、
本
来
の

性
質
を
持
ち
合
わ
せ
た
系
統
の
育
成
に
成

功
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
、

長
年
培
わ
れ
た
伝
統
的
な
生
産
方
法
や
気

候
・
風
土
・
土
壌
な
ど
の
生
産
地
の
特
性

が
、
品
質
な
ど
の
特
性
に
結
び
つ
い
て
い

る
産
品
が
あ
り
ま
す
。
鳴
沢
村
で
は
鳴
沢

村
農
業
協
同
組
合
が
中
心
に
な
り
、
こ
の

「
鳴
沢
菜
」
の
名
称
を
知
的
財
産
と
し
て

登
録
し
、
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
農

林
水
産
省
へ
地
理
的
表
示
保
護
制
度
の
申

請
を
行
う
こ
と
に
対
し
登
録
費
用
の
助
成

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
鳴
沢
菜
の
生
産
拡

大
を
推
進
す
る
た
め
に
生
産
農
家
に
対
し

助
成
を
行
い
ま
す
。

町
村
週
報
の
読
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
富
士
北
麓
地
域
に
来
ら
れ
た
際

に
、
一
度
鳴
沢
村
に
立
ち
寄
り
大
自
然
が

作
り
出
し
た
お
い
し
い
水
、
お
い
し
い
空

気
、
新
鮮
な
野
菜
や
鳴
沢
村
か
ら
見
る
富

士
山
を
思
い
っ
き
り
堪
能
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
安
全
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、
若
い
力
の
溢
れ

る
賑
わ
い
の
あ
る
村
を
目
指
し
て
「
心

地
よ
く
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
た
め
に
、

み
ん
な
で
つ
く
る
鳴
沢
村
」
を
村
民
の

皆
様
と
築
く
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

小
こ

林
ばやし

　　 優
まさる

山梨県町村会長・鳴
なる

沢
さわ

村長

心地よく健やかに
暮らせるために
みんなでつくる鳴沢村
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●全国町村会館へのアクセス
・有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町駅」
　3番出口徒歩1分
・丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」徒歩8分
・タクシー東京駅から約20分

TEL.03（3581）0471
FAX.03（3581）0220
〒100-0014 東京都千代田区永田町1丁目11番35号

☆カジュアルレストラン「ペルラン」：ランチタイム11：00～14：00／ティータイム14：00～17：00／ディナータイム17：00～22：00（21：30ラストオーダー）
☆和食処「さいかち」：ランチタイム11：30～14：30（14：00ラストオーダー）／ディナータイム17：00～22：00（21：30ラストオーダー） ※「さいかち」は土、日祝日休

※市町村職員共済組合等の宿泊助成券がご利用いただけます。

3番出口

WEBからのご宿泊予約は、特別料金（部屋数限定）がございます。お電話でのご予約・
お問い合わせは 全国町村会館 検索

全国町村会館開館20周年ごあいさつ全国町村会館開館20周年ごあいさつ

開館20周年特別企画［６月１日～12月27日］

全国町村会館はこのたび、開館から 20年を迎える運びとなりました。
これもひとえに皆様のご愛顧と関係各位の絶大なるご支援の賜物と、心より感謝申し上げます。
最初の全国町村会館は、町村長、町村関係者の東京での活動拠点の整備のため、昭和 12年 12月港
区西久保巴町（現在の虎ノ門３丁目）に建設し、現在の永田町の地に移ってきたのは昭和３３年７月
になります。
旧会館を経て、平成 10年５月末に現在の会館を竣工し、同年８月からホテル、レストラン、会議室部
門の運営を行っております。
これからも、皆様によりご満足いただけるよう一層のサービスの向上に努めて参ります。
引き続き、皆様の変わらぬご厚情を賜りますようお願い申し上げます。

平成 30年５月
全国町村会館

●和食レストラン７階｢さいかち｣にて 47 都道府県のお酒を謝恩価格で
ご提供いたします。

●洋食レストラン B1 階｢ペルラン｣では日本産のワインを謝恩価格でご
提供いたします。

●その他各種企画をご用意しております。
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